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系統豚「アワヨーク」の維持に関する試験 

  

仁木 明人・新居 雅宏・谷 史雄 
  

要         約 

1 平成 5年 7月に認定された大ヨークシャー種系統豚「アワヨーク」の維持試験を実施した。 

2 平成 9年度には 67腹が分娩し，577頭の子豚を生産，維持群の更新に雄 2頭雌 12頭，県内の増殖

農家等 7カ所に雄 9頭，雌 74頭を配布した。 

3 繁殖育成成績は平均総産子数 10.87 頭，平均哺乳開始頭数 8.61 頭，平均離乳頭数 6.51 頭，育成率

75.6％，平均生時体重 1.31kg，平均離乳時体重 7.40kgであった。 

4 平成 9年度中に雄 2頭，雌 12頭を更新した結果，平均血縁係数 21.53±8.28，平均近交係数 7.77±

2.05，遺伝的寄与率変動係数 0.691となった。 

Ⅰ 目    的 

 昭和 61 年から徳島県肉畜試験場において開始された大ヨークシャー種の系統造成は平成 5 年 6 月

に完成し，同年 7月に系統豚として認定され，「アワヨーク」と命名された。この認定された系統豚

を長期間にわたり集団の遺伝的構成の変化をできるだけ少なく維持するとともに，維持群の近交係数

の上昇に伴う繁殖育成成績，産肉能力等への影響について調査する。 

Ⅱ 試験方法 

1 試験期間 

  平成 5年～ 

2 供試豚 

  平成 5年 7月に認定された大ヨークシャー種系統豚「アワヨーク」の維持群 

  （雄 9頭，雌 35頭の集団） 

3 飼養管理 

  飼料の種類および給与法を表 1に，衛生管理法を表 2に示した。 
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表 1 飼料の種類及び給与法 

 

表 2 衛生管理 

 

 

4 調査項目 

1) 維持の状況 

2) 繁殖育成成績 

3) 集団の遺伝的構成 

Ⅲ 結果および考察 

1 維持の状況 

 平成 9年度には 67腹が分娩し，雄 301頭，雌 276頭の子豚を生産，維持群の更新に雄 2頭，

雌 12頭，県内の増殖農家 4戸に雄 4頭，雌 66頭，県外の試験研究機関 3カ所に系統造成基礎豚

および組み合わせ検定用として雄 5頭，雌 8頭を配布した。 
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表 3 維持の状況 

 

 

2 繁殖育成成績 

 平成 9年度は，平均総産子数 10.87頭，平均哺乳開始頭数 8.61頭，平均離乳頭数 6.51頭，育成

率 75.6％と，前年度に比較し総産子数で 1.2頭，哺乳開始頭数で 0.7頭，離乳頭数で 0.17頭増加

したが育成率は 4.6％低下した。生時体重がやや低下しており，哺乳開始頭数の内 1kg 未満のも

のが 103頭（17.8％）と多く，このことが育成率の低下に影響した。 

 

表 4 年度別繁殖育成成績 

 
 

3 集団の遺伝的構成 

 平成9年度中に雄2頭，雌12頭を更新した結果，集団の遺伝的構成は平均血縁係数21.53±8.28，

平均近交係数 7.77±2.05，遺伝的寄与率変動係数 0.691 となった。近交係数，血縁係数の分布は

表 6.7のとおりであった。 
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表 5 集団の遺伝的構成の変化 

 

表 6 近交係数の分布 

 

表 7 血縁係数の分布 

 
 

 


